
骨子表（2022 版） 鋼構造及びコンクリート Ⅲ問題用 （Ⅲ－1） 令和 3 年度 新材料・新工法を活用するために解決すべき課題 

問題 問題分析 解決の方向性 実現上のハードル リスク対応の具体策 

現状の分析、あるべき状態との差

異 

立場を明確に 

問題の発生原因 

 

多面的に内容と共に示す 

解決の方向性、すべきこと 

 

１つ挙げ複数の解決策を述べる 

具体化した際に起こる別の問題（2

次リスク） 

※共通して新たに生じるリスク 

制限事項への対応も踏まえた具体

的な提案内容 

※専門技術を踏まえて回答 

・地方自治体での新技術、新材料

への対応が困難、遅れがある 

 

 

 

 

・新技術や新材料の性能評価が難

しい 

 

 

 

 

・新技術や新材料に通じた人材が

いない 

 

 

 

 

 

・新技術、新材料は既存基準の適

用が難しいため採用しにくい 

 

・地方自治体の技術者不足、技術

力不足 

・財政難 

 

 

 

・新技術の性能評価方法が明確で

ない 

 

 

 

 

・技術者の高齢化、退職、新規入職

者少 

 

 

 

 

 

・明確な技術基準がない 

・新技術等に不安がある 

・新技術等の内容をよく知らない 

地方自治体の体制強化 

（外部資源の活用） 

・CM 

・ECI 

・DB 

 

過度な外部依存の発生 

内部技術の喪失 

技術教育の実施 

性能評価手法の明確化 

・実験的検証による確立 

・数値解析的手法による確立 

・みなし適合仕様の制定 

 

母数データ不足による不適切な評価 

 

技術提案者等の責任の増加 

不確実性を考慮した評価の実施 

 

責任区分（リスク分担）の明確化 

新技術に明るい人材確保、育成 

・教育 

・他業種からの転職が可能な就労環境

整備 

・CMrの活用 

 

既存技術の亡失 

 

一部人員への依存発生 

ナレッジDBの構築、蓄積 

 

全メンバーへの定期的な教育実施 

活用可能となる環境の整備 

・インフラデータプラットフォームの

活用（事例参照など） 

・ガイドラインの作成 

・研究の推進（土研、国総研、大学） 

・広報、啓発 

 

設計者や発注者の理解不足により採用

されない 

 

ガイドラインや基準を作成するための

データ数が少ない（偏り） 

ECIの活用 

DBの活用 

 

類似技術のみなし適用によるデータ数

の確保 

 


